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ト人安関
を工定節奈

·導膝しセ良
入関たン市
し節手夕の
た手術l西

" 0術をはの
li同支行 ‘ 京

病援う高病．
院口た精院
l'-ポめ度人
ょ ッ

‘

のエ

ロボットの有効性を解説する斉藤センター長（いずれも奈良市で）
.- -,.,.. 

術新
支た
接に
口導
ボ入ー ツさ

［』

る

と、
奈
良
市
内
で

は
初
の
運

用
と

い

う。
昨
年
末
か
ら
導
入

し、
膝
に
痛
み
が
続
く
変
形
性

膝
関
節
症
の
患
者
ら
の
手
術
で

活
躍
し
て

い

る
。

奈
良・
西
の
京
病
院

骨
切
る
量
や
角
度

精
密
に

人
工
膝
関
節
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

ー ， 、= 199, ロ戸 E 
F司

憂消費i
半、奈良f
ーミナルl
・立正大；

～心理学ブ
防対策～

一

事前申しi
瞑消費生］

漫春季1
社会のデ1
日休館）、
化博物館c
く「いのi
銅鏡など
上・高大！

(0725•4E 

憂ひが
後 4 時、：
淀川区民

「
ミ
ャ
ン
マ
ー

地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
三
田
崇
博
写
真
展
『Pray

for
 Myan
mar』
」
か
ら

ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
よ
っ

て 、
体
へ

の
負
担
が
少
な

い

術

前
計
画
を
立
て、
0.

5"
;
単

位 、
0.

5
度
単
位
の
正
確
な

手
術
や、
患
者一

人
ひ
と

り
の

状
態
に
合
わ
せ

た
手
術
が
可
能

と
なる

。
術
中

の
出
血
量
を
抑

ロ
ボ
ッ
ト

は、
変
形
性
膝
関

え
た
り、
術
後

の
痛
み
を
少
な

節
症
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
で

く
し
た
り
する

こ
と
に
も
つ
な

変
形
し
た
膝
関
節
の
表
面
を
取

が
り、
入
院
期
間

の
短
縮
と

い

り
除
き、
金
属
や

セ
ラ
ミ
ッ

ク

う
メ
リ
ッ
ト

が
ある

。

な
ど
で
で
き

た
人
工
関
節
を
骨

導
入
と
メ

ン
テ
ナ

ン
ス
に

は

に
か
ぶ
せる

手
術
「

人
工
膝
関

数
千
万
円
規
模
の
費
用
が
か
か

節
置
換
術」
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
る

が、
同
セ
ン
タ
ー

長
の
斉
藤

う。
骨
を
切る

皇
や
角
度
な
ど

昌
彦
医
師(
58)

は
「
最
新
の
技

は
精
密
さ

が
要
求
さ

れ、
こ

れ
術
を
使
っ

て
患
者
さ
ん

の
利
益

ま
で

は
医
師

の
経
験
と
感
覚
に

に
なる

こ
と

が
最
優
先
だ
っ

瞑る

部
分
が
大
き

か
っ

た。

た」
と
強
調
する

。
利
用
者
か

1
ら
は
「
新
し

い

ロ
ボ
ッ
ト

で
手

術
が
で
き
て
よ

か
っ

た」
な
ど

の
反
響
が
ある

と

い

う。

高
齢
化
に
伴

い

、
人
工
膝
関

節
置
換
術
の
症
例
数
は
増
加
傾

向
に
あ

り、
同
セ
ン
タ
ー

で
も

1
か
月
に
20
件
前
後
対
応
し

て

い

る
。

斉
藤

セ
ン
タ
ー

長
は

「
毎
日
続
く
つ
ら

い

痛
み
が
な

く
なる

こ
と

は、
と
て
も
喜
ば

れる

こ
と
だ
と
実
感
し
た。
大

い

に
活
用
し
て

い

き
た

い

」
と

する
。

＂
え、
え
坊
合」
力
庄v
ag，
当
肖�

に
電
話
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
な
ど

でfJ
確
認
く
だ
さ
い。
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大和郡山山梨の中学生訪問

沢 らり郡
る

柳5 流柳家を郡武瞑沢

斎が見竺贔口誓闊翡畠嬰慕贄嘉儡翡覧仕柳沢家の足跡興味津々
を25

い

山跡l保軍らめ庫りたの3市祥時

鍔［
否

匹：品孟喜賑
存

蕊賽円睾麦［安信←川ま忌側； ‘ 学屋は郡がられ藩

望慕 薩悶足品児虐開 k平属贔父｀畠手ヽ柳 ぇか ° fこ ・ 家 交
る

沢跡和立梨柳

＝
 

多
賀
久
彦
館
長
が
「
4
°
。一

岱
の
距
離
を
越
え
て

武
川
町

と
柳
沢
文
庫
は
縁
を
持
っ

て―

い

る
」
と
歓
迎 。
そ

の
後、

成
富
な
つ
み
学
芸
員
が、
柳―

沢
吉
里
に

関
する

展
示
を
解

説
し、
生
徒
ら
は
観
光
ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
天
守

台
に
上る

な
ど

し
て
城

跡
の
散

策
を
楽
し
ん
だ。

茅
根
勇
太
さ
ん(
15)

は
「
石

垣
に
他
の
石
を
使
っ

て

い

る

と

知
り
すfJ

い

と
思
っ

た」
と
振

り
返
り、
福
井
そ
よ
香
さ
ん

(
14)

は
「
交
流
が
続

い

て

い

る

と

い

う
話
を
聞
き、
受
け
継

い

で
伝
え
て

い

き
た

い

と
思
っ

た」
と
話
し
た。

成富学芸員の説明を熱心に聞く
生徒たち（大和郡山市で）

そ
こ
と

筑．
て
危
g
¢
ヵ

一
番

の
保
護
活
動
に
なる
」
と

答
え
て

い

た。

――

奈
良
市
の
観
光
ガ
イ
ド

林
美


